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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（平成26年4月1日～平成26年9月30日）における我が国経済は、政府による経済政策や

日銀の金融政策を背景として円安・株高が継続し、国内景気は緩やかな回復傾向にあるものの、先行きについては不

透明な状況が続いております。 

当社グループの主要顧客である流通・食品加工業におきましては、本年4月の消費税率引き上げに伴う駆け込み需

要の反動が長引くとともに、夏場の天候不順や消費者の節約志向の高まりによる個人消費の停滞、そして原材料や製

品の値上げ、物流コストやエネルギーコストの上昇等を受け、業界を取り巻く環境は大変厳しいものとなっておりま

す。 

このような中、当社グループにおきましては、経営環境の変化に対応すべく、地域密着型営業を基本としながら、

Ｍ＆Ａの検討や新規拠点設置等の将来を見据えた積極的な投資を行い、新規エリアや新規顧客の開拓、既存顧客の深

耕を進めてまいりました。また、積極的に市場の要望に応えながら「食の流通を支える」、「食の安全安心に貢献す

る」さらに「買い物の楽しさや食品のおいしさを演出する」という当社の機能を発揮するために、お取引先への商

品・企画の提案や情報提供に努めてまいりました。 

また、本年7月には東北地区の新たな拠点として、北上営業所（岩手県北上市）を開設いたしました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間での業績は売上高349億26百万円(前年同期比99.0％)、営業利益12億50百万

円(同91.6％)、経常利益13億42百万円(同91.1％)、四半期純利益8億59百万円(同57.5％)となりました。

当社グループは、「包装資材等製造販売事業」の単一セグメントであるためセグメント情報は記載しておりませ

ん。また、実質的に単一事業のため、事業部門別等の記載も省略しております。

なお、当第２四半期連結会計期間（平成26年7月～9月）における連結損益の主要項目は、下記のとおりとなってお

ります。

前第２四半期連結会計期間
（自 平成25年7月 1日
至 平成25年9月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自 平成26年7月 1日
至 平成26年9月30日）

対前年比率

区分 金額（千円） 金額（千円） （％）

売上高 17,955,736 17,978,229 100.1

売上原価 14,841,347 14,881,593 100.3

売上総利益 3,114,389 3,096,635 99.4

販売費及び一般管理費 2,376,936 2,380,706 100.2

営業利益 737,452 715,928 97.1

営業外収益 75,097 49,809 66.3

営業外費用 15,403 11,181 72.6

経常利益 797,146 754,555 94.7

特別利益 1,001,865 － 0.0

特別損失 － － －

税金等調整前四半期純利益 1,799,012 754,555 41.9

法人税等 726,474 295,796 40.7

少数株主損益調整前四半期純利益 1,072,537 458,759 42.8

少数株主利益 2,587 － 0.0

四半期純利益 1,069,950 458,759 42.9

（２）財政状態に関する説明 

① 四半期連結貸借対照表に関する分析

ア 現金及び預金について前連結会計年度末に比べた場合、2億74百万円の減少となります。詳しくは、「② キャ

ッシュ・フローの状況」をご参照ください。

イ 受取手形及び売掛金について前連結会計年度末に比べた場合、6億82百万円の減少となります。なお、前第２

四半期連結会計期間末に比べた場合、74百万円、率にして0.66％の増加となります。

ウ 商品を主とするたな卸資産について前連結会計年度末に比べた場合、1億3百万円の減少となります。なお、前

第２四半期連結会計期間末に比べた場合、22百万円、率にして0.67％の増加となります。

エ 建物及び構築物について前連結会計年度末に比べた場合、47百万円の増加となります。これは主に、当社（㈱

高速）による北上営業所開設に伴う建物等の取得価額1億69百万円の増加、及び減価償却費計上による減少に

よります。
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オ 建設仮勘定1億94百万円の主な内訳は、㈱清和（連結子会社）における静岡営業所の事務所及び倉庫の新築に

係る支出1億85百万円であります。

カ 投資有価証券について前連結会計年度末に比べた場合、68百万円の増加となります。これは主に、時価評価額

の増加によります。

キ 支払手形及び買掛金について前連結会計年度末に比べた場合、7億59百万円の減少となります。なお、前第２

四半期連結会計期間末に比べた場合、1億14百万円、率にして0.80％の減少となります。

ク 長期借入金について前連結会計年度末に比べた場合、91百万円の減少となります。これは、金融機関からの借

入金の約定返済によります。

ケ 未払法人税等について前連結会計年度末に比べた場合、6億28百万円の減少となります。これは主に、前連結

会計年度末が、堅調な営業成績を反映して11億42百万円と、前々連結会計年度末（平成25年3月31日）に比較

して4億49百万円の増加となったことによります。

コ 退職給付に係る負債は、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、期首に85百万円を計上したこと等に

より、前連結会計年度末に比べ75百万円の増加となりました。なお、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の

見直しにつきましては、「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項」の「（３）会計方針の変更・会計上

の見積りの変更・修正再表示」の「退職給付に関する会計基準等の適用」をご参照ください。

② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の減少は、前第２四半期連

結累計期間が13億2百万円であったのに対して、2億74百万円となり、当第２四半期連結会計期間末の資金は69億69

百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の増加は、前第２四半期連結累計期間が9億39百万円であったのに対して、当第２四半期連

結累計期間は6億3百万円となりました。主な項目での前第２四半期連結累計期間での資金の増減額との比較等は、

下記のとおりとなります。

ア 税金等調整前四半期純利益は、前第２四半期連結累計期間に比べて11億23百万円の減少となりました。なお、

前第２四半期連結累計期間においては、キャッシュ・フローに影響を与えない利益である負ののれん発生益が

9億42百万円計上されております。

イ 退職給付に係る負債は、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、期首に85百万円を計上したこと等に

より、連結四半期貸借対照表計上額は前連結会計年度末に比べ75百万円の増加となっております。しかしなが

ら、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半期連結累計期間の期首において、

退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しておりますため、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書におきましては、9百万円の減少となっております。

ウ 当社グループの主たる営業活動によるキャッシュ・フローを示す売上債権の増減額、たな卸資産の増減額及び

仕入債務の増減額の合計による資金増減額は、前第２四半期連結累計期間が1億42百万円の減少であったのに

対して、当第２四半期連結累計期間は27百万円の増加となりました。これは、主に売上債権の増減額が前第２

四半期連結累計期間が3億11百万円の減少（資金の増加）であったのに対して、当第２四半期連結累計期間は6

億82百万円の減少（資金の増加）となったことによります。当第２四半期連結累計期間での売上債権の減少

は、前連結会計年度末での消費税率引上げに伴う駆け込み需要による売上債権の増加も影響しております。

エ 前連結会計年度が過去最高益となったこと等により、当第２四半期連結累計期間での法人税等の支払額は前第

２四半期連結累計期間より4億50百万円多い、11億33百万円となりました。

オ 未払消費税等は、税率改正により前連結会計年度末に比べ1億51百万円の増加となりました。なお、前連結会

計年度末残高は91百万円で、当第２四半期連結会計期間末残高は2億42百万円です。

なお、当第２四半期連結累計期間及び前第２四半期連結累計期間におきましては、有形固定資産除却損及び有形

固定資産売却損益は、金額的重要性が低かったため、連結損益計算書において、それぞれ営業外損益のその他に

含めております。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の減少は、前第２四半期連結累計期間が12億45百万円であったのに対して、当第２四半期連

結累計期間は4億67百万円となりました。

有形固定資産の取得による支出4億58百万円は、主に、㈱清和における静岡営業所の事務所及び倉庫の新築に係

る建設仮勘定の支出1億82百万円、及び当社による北上営業所新築工事に係る建物及び構築物の取得価額1億66百万

円（前連結会計年度末に計上した未払金90百万円を加算し、建設仮勘定計上額93百万円を控除。）によります。

投資有価証券の売却による収入は、非公開株式を取得価額により売却したことによるものであり、売却損益は発

生しておりません。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の減少は、前第２四半期連結累計期間が9億96百万円であったのに対して、当第２四半期連

結累計期間は4億10百万円となりました。

長期借入金の返済による支出は91百万円となっており、全額、金融機関からの借入金の約定返済であります。

第２四半期連結累計期間での主要なキャッシュ・フロー指標は、次のとおりとなっております。

 
平成25年9月 
第２四半期 
連結累計期間

平成26年9月 
第２四半期 

連結累計期間
平成26年3月期 

時価ベースの自己資本比率

（株式時価総額／総資産）（％）
50.75 49.82 46.67

インタレスト・カバレッジ・レシオ

（営業キャッシュ・フロー／利払い）（倍）
340.16 522.97 503.04

キャッシュ・フロー対有利子負債比率

（有利子負債／営業キャッシュ・フロー）（％）
30.99 19.89 13.29

自己資本比率（自己資本／総資本）（％） 49.90 52.85 50.10

 （注）平成25年9月及び平成26年9月第２四半期連結累計期間につきましては、年間の営業キャッシュ・フロー金額

の代用数値として、当該期間での営業キャッシュ・フローを２倍した金額を用いて算出しております。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、平成26年5月8日公表の業績予想から変更はありません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。
 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的

に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年5月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年5月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）について、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定め

を第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直しました。

当該見直しにより、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更し、割引率の決定

方法を残存勤務期間に基づく割引率から単一の加重平均割引率へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第２半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が85,038千円増加し、利益剰余金が54,952千円

減少しております。また、当第２半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞ

れ666千円増加しております。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年3月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年9月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 7,313,233 7,038,992 

受取手形及び売掛金 12,086,160 11,403,560 

商品及び製品 3,278,867 3,179,068 

仕掛品 70,631 63,465 

原材料及び貯蔵品 103,687 106,784 

繰延税金資産 295,171 296,123 

その他 135,076 157,319 

貸倒引当金 △56,871 △50,834 

流動資産合計 23,225,956 22,194,481 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 4,128,790 4,175,916 

土地 9,394,286 9,394,286 

建設仮勘定 105,430 194,620 

その他（純額） 1,092,654 1,057,105 

有形固定資産合計 14,721,161 14,821,928 

無形固定資産    

のれん 211,772 180,905 

その他 179,214 146,314 

無形固定資産合計 390,986 327,220 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,175,200 1,244,160 

長期貸付金 10,920 10,621 

投資不動産（純額） 310,265 308,217 

繰延税金資産 276,295 288,715 

その他 425,034 415,122 

貸倒引当金 △27,800 △26,028 

投資その他の資産合計 2,169,916 2,240,809 

固定資産合計 17,282,065 17,389,958 

資産合計 40,508,021 39,584,439 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年3月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年9月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 14,993,640 14,234,206 

1年内返済予定の長期借入金 131,700 80,000 

未払法人税等 1,142,084 513,211 

賞与引当金 403,513 340,610 

その他 1,099,968 1,076,194 

流動負債合計 17,770,906 16,244,223 

固定負債    

長期借入金 200,000 160,000 

長期未払金 235,022 228,263 

リース債務 416,098 359,817 

繰延税金負債 522,832 527,365 

退職給付に係る負債 1,028,473 1,103,722 

その他 39,549 41,424 

固定負債合計 2,441,975 2,420,592 

負債合計 20,212,881 18,664,815 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,690,450 1,690,450 

資本剰余金 1,858,290 1,858,290 

利益剰余金 16,755,129 17,340,275 

自己株式 △39,272 △39,272 

株主資本合計 20,264,596 20,849,743 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 36,583 75,569 

退職給付に係る調整累計額 △6,039 △5,689 

その他の包括利益累計額合計 30,543 69,880 

純資産合計 20,295,140 20,919,623 

負債純資産合計 40,508,021 39,584,439 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年4月 1日 
 至 平成25年9月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年4月 1日 

 至 平成26年9月30日) 

売上高 35,281,722 34,926,721 

売上原価 29,134,707 28,840,692 

売上総利益 6,147,014 6,086,028 

販売費及び一般管理費    

運賃及び荷造費 736,315 754,852 

給料及び手当 1,737,592 1,777,787 

賞与引当金繰入額 288,020 267,050 

退職給付引当金繰入額 66,827 55,888 

のれん償却額 48,087 30,867 

その他 1,904,898 1,948,951 

販売費及び一般管理費合計 4,781,742 4,835,398 

営業利益 1,365,272 1,250,630 

営業外収益    

受取利息 191 130 

受取配当金 16,285 15,972 

仕入割引 32,847 33,142 

受取賃貸料 38,923 37,793 

その他 47,083 27,675 

営業外収益合計 135,330 114,715 

営業外費用    

支払利息 2,762 1,153 

賃貸収入原価 10,603 10,214 

コミットメントフィー 5,249 － 

その他 8,035 11,667 

営業外費用合計 26,651 23,034 

経常利益 1,473,952 1,342,310 

特別利益    

受取補償金 75,402 26,485 

負ののれん発生益 942,716 － 

特別利益合計 1,018,119 26,485 

税金等調整前四半期純利益 2,492,071 1,368,796 

法人税等 990,419 509,111 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,501,652 859,685 

少数株主利益 6,746 － 

四半期純利益 1,494,905 859,685 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年4月 1日 
 至 平成25年9月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年4月 1日 

 至 平成26年9月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,501,652 859,685 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △26,728 38,986 

退職給付に係る調整額 － 350 

その他の包括利益合計 △26,728 39,336 

四半期包括利益 1,474,924 899,022 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,481,514 899,022 

少数株主に係る四半期包括利益 △6,590 － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年4月 1日 
 至 平成25年9月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年4月 1日 

 至 平成26年9月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 2,492,071 1,368,796 

減価償却費 325,519 320,900 

受取補償金 △75,402 △26,485 

のれん償却額 48,087 30,867 

負ののれん発生益 △942,716 － 

賞与引当金の増減額（△は減少） △12,248 △62,902 

長期未払金の増減額（△は減少） △50,254 △6,759 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △13,997 △7,809 

その他の引当金の増減額（△は減少） 14,613 20,492 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,731 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △9,246 

受取利息及び受取配当金 △16,476 △16,103 

支払利息 2,762 1,153 

有形固定資産除却損 1,116 2,685 

有形固定資産売却損益（△は益） △17,206 △175 

売上債権の増減額（△は増加） 311,574 682,599 

たな卸資産の増減額（△は増加） △78,992 103,866 

仕入債務の増減額（△は減少） △375,226 △759,434 

未払消費税等の増減額（△は減少） △12,737 151,096 

その他の資産の増減額（△は増加） △8,949 △15,976 

その他の負債の増減額（△は減少） △204,922 △83,984 

小計 1,393,347 1,693,580 

利息及び配当金の受取額 16,476 16,103 

利息の支払額 △4,243 △1,153 

保険返戻金 102,086 － 

法人税等の支払額 △683,359 △1,133,444 

法人税等の還付額 19,742 1,640 

補償金の受取額 95,598 26,485 

営業活動によるキャッシュ・フロー 939,647 603,212 
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    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年4月 1日 
 至 平成25年9月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年4月 1日 

 至 平成26年9月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △211 △180 

定期預金の払戻による収入 10,449 － 

有形固定資産の取得による支出 △1,342,763 △458,698 

有形固定資産の売却による収入 65,634 2,441 

有形固定資産の除却による支出 － △950 

無形固定資産の取得による支出 △2,757 △3,070 

投資有価証券の取得による支出 △27,264 △17,315 

投資有価証券の売却による収入 172 9,180 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入 
133,070 － 

子会社株式の取得による支出 △150,018 － 

子会社株式の売却による収入 67,000 － 

貸付けによる支出 △5,000 － 

貸付金の回収による収入 6,682 1,563 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,245,006 △467,029 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 100,000 － 

短期借入金の返済による支出 △373,413 － 

長期借入金の返済による支出 △398,825 △91,700 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △113,415 △98,908 

自己株式の純増減額（△は増加） △15 － 

配当金の支払額 △208,900 △219,996 

少数株主への配当金の支払額 △2,352 － 

財務活動によるキャッシュ・フロー △996,922 △410,604 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,302,282 △274,422 

現金及び現金同等物の期首残高 7,989,153 7,243,969 

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,686,871 6,969,546 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自平成25年4月1日 至平成25年9月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平

成26年4月1日 至平成26年9月30日） 

当社グループは「包装資材等製造販売事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（重要な後発事象）

平成26年11月6日開催の取締役会において、会社法第165条第3項の規定により読み替えて適用される同法第156条

第1項の規定及び当社定款の定めに基づき、自己株式の取得及びその具体的な取得方法として自己株式の公開買付

けを行うことを決議いたしました。 

(1) 自己株式の取得及び自己株式の公開買付けの目的 

当社の筆頭株主である高速興産株式会社より、その保有する当社普通株式の一部を売却する意向がある旨の連絡

を受けたため、当該売却により一時的にまとまった数量の株式が市場に放出されることによる当社普通株式の流動

性及び市場価格に与える影響並びに当社の財務状況等を総合的に鑑み、当該株式を自己株式として取得することを

検討いたしました。 

その結果、当該自己株式の取得が当社の資本効率の向上及び株主の皆様に対する利益還元に繋がると判断いたし

ました。 

また、自己株式の具体的な取得方法については、株主間の平等性、取引の透明性の観点から、公開買付けの手法

が適切であると判断いたしました。 

(2) 自己株式取得に関する取締役会決議の内容 

取得する株式の種類 当社普通株式 

取得する株式の総数  1,800,100株（上限） 

株式の取得価額の総額    1,479,682千円（上限） 

取得する期間 平成26年11月7日から平成27年1月30日まで 

(3) 公開買付けの内容 

買付け等を行う上場株券等に係る株式の種類 当社普通株式 

買付け等の期間 平成26年11月7日から平成26年12月5日まで（20営業日） 

買付け等の価格 １株につき 金822円 

買付け予定の上場株券等の数  1,800,000株 

決済の開始日 平成26年12月30日 
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５．補足情報

販売実績

当社グループは「包装資材等製造販売事業」の単一セグメントであります。

参考情報としまして、当第２四半期連結累計期間における販売実績を商品グループ別に示すと、次のとおりであ

ります。

なお、当社グループにおける商品分類は、下記のとおりとなっております。

区分 商品

食品容器 トレー、弁当容器、フードパック、折箱、魚函、インジェクション容器 他

フィルム・ラミネート ラップ、レジ袋、ストレッチフィルム、ラミネートフィルム 他

紙製品・ラベル 印刷紙器、包装紙、紙袋、シール、ラベル、記録紙、チラシ、コピー用紙 他

機械・設備資材・消耗材

包装機、食品加工機、物流機械、厨房機器、店舗関連機器、コンテナー、パレット、か

ご車、冷凍パン、テープ類、PPバンド、緩衝材、ディスプレー用品、事務用品、洗剤、

衛生消耗品、割箸、バラン、リサイクルトナー 他

段ボール製品 段ボールケース、ハイプルエース、紙緩衝材コア、段ボールシート 他

茶包装関連資材 茶袋、茶筒、茶袋用カートン及びケース 他

その他 トレー原反、原紙、プラスチック原料、デザイン 他

区分
前第２四半期連結累計期間

金額（千円）
当第２四半期連結累計期間

金額（千円）
前年同期比
（％）

食品容器 10,298,979 11,432,763 111.0

フィルム・ラミネート 5,977,621 6,282,605 105.1

紙製品・ラベル 4,196,846 4,474,200 106.6

機械・設備資材・消耗材 7,649,600 6,762,854 88.4

段ボール製品 2,162,261 2,339,696 108.2

茶包装関連資材 1,914,734 1,687,300 88.1

その他 3,081,678 1,947,301 63.2

合計 35,281,722 34,926,721 99.0

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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